
最近の感染状況について
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感染経路判明

感染経路不明

人人

3/17
9.86人

1/17
154人

1/13
136.71人

感染者の状況(1日当たりの患者発生数）
令和3年3月17日現在

累積患者数
9,225

うち退院又は勧告解除済み
　8,955

入院 施設療養 自宅療養 調整中 死亡

府内陽性判明者 52 20 33 1 164
府外陽性判明者 0 2 1 0 0

合計 52 22 34 1 164

7/29,8/20
41人 8/23

28.57人

4/7
11.71人

4/7
17人



感染者の年代別割合 （５期間別）

10歳未満, 5.3%

10歳未満, 5.7%

10歳未満, 4.2%

10歳未満, 4.2%
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10歳代, 13.2%
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30歳代, 21.8%

40歳代, 12.5%
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60歳代, 8.8%
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70歳代, 5.5%

80歳代, 8.1%

80歳代, 13.9%

80歳代, 12.7%

80歳代, 5.9%

80歳代, 3.6%

90歳以上, 3.4%

90歳以上, 5.4%

90歳以上, 6.1%

90歳以上, 5.1%
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感染者の感染経路別割合（５期間別・感染経路不明除く）

接待を伴う飲食店, 0.4%

会食, 3.4%

会食, 1.8%
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保育施設・学校等, 13.0%

保育施設・学校等, 3.6%

保育施設・学校等, 2.9%

遊興施設, 0.2%
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その他, 3.6%
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その他, 8.6%
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資料１－３国分科会モニタリング指標の状況

監視体制

人口１０万人あたり
の全療養者数 週平均

人口１０万人あたり
１週間の合計数値 今週／先週 週平均

(人) (人)

(ステージⅣ） （50％） （50％） （－） （25） （同上） （25） （同上）

12.5% 7.0% 7.0%
52 6 6

／416床 ／86床 ／86床

14.9% 7.9% 7.9%
52 3 3

／350床 ／38床 ／38床

注2　高度重症病床（38床）の重症者数には、人工呼吸器管理又は体外式心肺補助（ECMO）による管理が必要な方を計上しています。

注3　重症病床（86床）の重症者数には、高度重症病床の重症者として計上している方に加え、人工呼吸器管理又は体外式心肺補助（ECMO）による管理が必要ではないが、
　　　重症病床で療養している方を計上しています。

④新規報告者数
⑤直近1週間と先
週1週間の比較

⑥感染経路不明
割合

病床占有率
(現時点確保ベース)

すぐに使用できる病床

重症者病床占有率
(最大確保ベース)

高度重症病床

重症者病床占有率
(現時点確保ベース)

高度重症病床

25%

0.86 37.7%

注1　政府新型コロナウイルス感染症対策分科会が提言した「感染拡大のステージ移行を検知する6つの指標」：内閣官房 2020年8月7日

10% 15 直近1週間が先
週1週間より多い

50%

医療提供体制の負荷 感染の状況

①病床のひっ迫具合
②療養者数 ③ＰＣＲ陽性率

病床占有率
(最大確保ベース）

すぐに使用できる病床

（－）

15
ステージⅢ

指標 20% 25% 20%

3月17日

京都府
4.22 1.3% 2.67

52
／350床

12.5%
52

／416床

14.9%



 

 

 

 

感染再拡大防止のための 

今後の対策 
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３月１８日 

京都府 
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（１）春からの新しい生活に向けて 

⚫ マスクの着用、手洗い、身体的距離の確保、３密の回避など、基本的な感染予防対策

の徹底をお願いします。 

⚫ 年度末や暖かくなる春のシーズンですが、各種イベント等、屋外の活動も慎重に行動

してください。 

⚫ 特に、歓送迎会や花見の宴会等は自粛をお願いします。 

 

（２）一人ひとりが、うつらない、うつさない行動を！ 

⚫ 感染の多くは飛沫感染です。ウイルスは主に鼻と口から入ります。会話の時は

必ずマスクをしましょう！  

 

（３）飲食機会における感染を防ぐために 

⚫ 飲食時のきょうとマナーに御協力をお願いします。 

 

＜きょうとマナー＞ 

① 適切なアクリル板や換気設備のあるお店で！ 

② 会話の時は、マスクを着用！ 

③ 食事前、退店時には手指消毒を！ 

④ お店では大声で話さないでください！ 

⑤ ２時間、４人までを目安に！ 

 

⚫ 宴会、家族以外のホームパーティーは控えてください。 

⚫ 外食時は、１人で食べる「個食」黙って食べる「黙食」に御協力ください。 

１ 感染の再拡大を徹底して防ぐために 

京都府では、これまで２度の緊急事態宣言を経験しました。再び、感染の再拡

大を繰り返さないために、一人ひとりが、マスク、手洗い、消毒などの感染予

防対策をしっかりしながら、徐々に日常の社会経済活動を取り戻す取組を進め

ていきましょう。 



（４）イベント等における感染を防ぐために 

イベント主催者、施設管理者の皆様には、以下の要件に沿った開催をお願いします。 

① 実施期間 4月 11日まで 

② 人数上限 5,000人又は収容定員 50％※以内（10,000人以内）のいずれか大きい方 

     ※大声での歓声等がない場合：100％ 

③ 事前協議 全国的な移動を伴うイベントや参加者が 1,000人を超えるようなイベン 

ト開催を予定する場合は、事前に京都府相談窓口へ相談してください。 

 

（５）職場における人と人との接触機会を減らすために 

⚫ 出勤者数を減らすために、テレワークをより一層推進するとともに、出勤が必要とな

る職場でも､ローテーション勤務、時差出勤等の取組をお願いします。 

⚫ 業態により困難な場合は、週休の分散化、休暇取得等により職場での密を回避してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

（１） 飲食店の皆様へ 

 適切なアクリル板の設置や消毒等、飛沫防止策を徹底してください。 

 適切な換気、テーブル間隔の確保などガイドラインの徹底をお願いします。 

＜飲食店に対する支援＞ 

飲食時の感染リスク低減に向けて、京都の飲食店における安全対策をワンランクアップ

する取り組みを、業界と協働して推進 

 飛沫防止、換気対策に対する支援制度の創設（アクリル板、換気設備、空気清浄機、

CO2濃度測定器等） 

 飲食店の安全対策に関する専門的な相談窓口の設置 

 業界団体、組合と連携した巡回調査の徹底 

 飛沫防止、換気対策の優良事例の積極的広報 

 

（２） 大学等の皆様へ 

 入学式等の行事は分散開催又はオンライン中継とし、原則として本人以外の出席は禁

止してください。 

 新入生、帰省者が京都に移動する場合は、２週間前からの健康観察の義務付けをお願

いします。 

 感染者が確認された場合は、保健センター等で行動調査を実施してください。 

 学生寮及び部活動等の課外活動における感染防止対策の点検と定期的な対策の確認を

お願いします。 

 学生の皆様も､歓送迎会等の飲食を伴う行事は自粛してください。 

 

（３） 医療機関・高齢者施設等の皆様へ 

 引き続き、医療機関・高齢者施設等における面会は自粛してください。 

 職員・利用者、医療機関・高齢者施設等に出入りする皆様も、ウイルスを持ち込むこ

とのないよう細心の注意をお願いします。 

 

２ 飲食店、大学、医療機関・高齢者施設等の皆様へ 



感染再拡大防止対策のための

目安について

（案）
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感染者の状況(1日当たりの新規陽性者発生数）

11月に入り新規陽性者数が徐々に増加。12月上旬に１日平均30人を超えたあたりから急拡大し、１
月中旬に感染のピークを迎えた。
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感染経路不明者の状況

新規陽性者数の拡大に伴い、感染経路不明の陽性者数も増加傾向。12月以降１月中旬までの間、
感染経路不明の割合がおおむね40％を超える水準で推移した。
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資料１－３PCR等検査数の推移（７日間移動平均）

○ 新規陽性者数の増加に比例して、PCR等検査陽性率は上昇。12月以降上昇傾向が明確となり、
ピーク時には14％に到達

○ 昨春の頃と異なり、検査数そのものも、新規陽性者数の増加に比例して増加
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10月の感染者の状況(年齢構成別、感染経路別） （n=284）

○ 20代・30代が全体の３分の１を占める。
○ 飲食関連が約10％を占める。経路不明は４割を切る水準

接待を伴う飲食店, 4.2%

会食, 6.0% 同居家族, 20.1%

別居家族, 4.2%

知人・友人, 5.3%

職場, 9.9%

医療・高齢施設, 7.7%

その他, 3.9%

不明, 38.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感染経路

10歳未満, 4.9%

10歳代, 3.9%
20歳代, 23.2% 30歳代, 9.2% 40歳代, 11.6% 50歳代, 19.0% 60歳代, 11.6% 70歳代, 7.7%

80歳代, 7.4%

90歳以上, 1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年代

大学生 7.7%



接待を伴う飲食店, 0.2%

会食, 4.6% 同居家族, 20.6% 別居家族, 3.5%

知人・友人, 6.6%

職場, 6.6%

医療・高齢施設, 15.0%

保育施設・学校等, 4.2%

遊興施設, 0.0%

その他, 0.5%

不明, 38.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感染経路

10歳未満, 3.0%

10歳代, 8.2%
20歳代, 21.1% 30歳代, 11.4% 40歳代, 13.6% 50歳代, 14.4% 60歳代, 8.6% 70歳代, 9.8%

80歳代, 6.7%

90歳以上, 3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年代

11月の感染者の状況(年齢構成別、感染経路別） （n=625）

○ 20代・30代が全体の３分の１を占める。70代以上の高齢者が約20％まで上昇
○ 飲食関連が約5％。医療・高齢施設関連が約15％と上昇。経路不明は４割を切る水準

大学生 9.8%



接待を伴う飲食店, 1.5%

会食, 5.1% 同居家族, 22.9% 別居家族, 2.4%

知人・友人, 4.5%

職場, 8.2%

医療・高齢施設, 8.9%

保育施設・学校等, 2.9%

その他, 0.9%

不明, 42.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感染経路

10歳未満, 3.0%

10歳代, 6.8%

20歳代, 19.7% 30歳代, 11.4% 40歳代, 15.2% 50歳代, 14.6% 60歳代, 10.0% 70歳代, 11.2%
80歳代, 6.1%

90歳以上, 1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年代

12月の感染者の状況(年齢構成別、感染経路別） （n=2,132）

○ 20代・30代が全体の約31％、 70代以上の高齢者が全体の約19％
○ 飲食関連が約７％、医療・高齢施設関連が約9％。経路不明者の割合が約43％と明確に上昇

大学生 8.3%



１月上半期の感染者の状況(年齢構成別、感染経路別） （n=1,780）

○ 20代・30代が約27％、70代以上の高齢者が約19％。各年代とも一定割合発生
○ 飲食関連が約４％まで減少するも、経路不明者は約43％と依然高水準

10歳未満, 13.9% 10歳代, 7.6% 20歳代, 16.0% 30歳代, 10.8% 40歳代, 10.9% 50歳代, 12.5% 60歳代, 9.6% 70歳代, 8.9%

80歳代, 7.0%

90歳以上, 2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年代

会食, 3.9% 同居家族, 24.4% 別居家族, 6.6%

知人・友人, 4.7%

職場, 4.4%

医療・高齢施設, 8.3%

保育施設・学校等, 2.5%

遊興施設, 0.2%

その他, 1.8%

不明, 42.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感染経路

大学生 6.2%



１月下半期の感染者の状況(年齢構成別、感染経路別） （n=1,864）

○ 20代・30代が約26％、70代以上の高齢者が約23％。各年代とも一定割合発生
○ 飲食関連が約２％と更に減少。医療・高齢施設関連が約14％。経路不明者の割合が明確に減少

10歳未満, 4.7%

10歳代, 12.4%
20歳代, 16.3% 30歳代, 9.9% 40歳代, 13.1% 50歳代, 11.7% 60歳代, 8.6% 70歳代, 10.9%

80歳代, 9.0%

90歳以上, 3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年代

会食, 1.9% 同居家族, 26.2% 別居家族, 3.4%

知人・友人, 3.5%

職場, 6.2%

医療・高齢施設, 14.1%

保育施設・学校等, 7.2%

遊興施設, 0.5%

その他, 1.6%

不明, 35.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感染経路

大学生 5.9%



接待を伴う飲食店, 0.3%

会食, 1.6% 同居家族, 29.2% 別居家族, 2.6%

知人・友人, 1.9%

職場, 6.0%

医療・高齢施設, 20.1%

保育施設・学校等, 1.0%

遊興施設, 0.8%

その他, 1.5%

不明, 34.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

感染経路

10歳未満, 4.5%

10歳代, 2.1%

20歳代, 11.4%
30歳代, 9.4% 40歳代, 13.8% 50歳代, 12.7% 60歳代, 11.4% 70歳代, 13.3%

80歳代, 14.3%

90歳以上, 7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

年代

２月の感染者の状況(年齢構成別、感染経路別） （n=616）

○ 20代・30代が約21％と大きく減少。70代以上の高齢者が全体の約35％を占める状態に。
○ 飲食関連は約２％と低水準。医療・高齢施設関連が約20％。経路不明者は約35％まで減少

大学生 3.6%



集団感染の発生状況及びその対応

R2.10.22 以降の集団感染の発生状況 （～R3.2.28 まで）

・医療機関 ： １３箇所

・高齢者施設 ： ２７箇所

・障害者施設 ： ３箇所

・保育園 ： ６箇所

・ホームパーティ ： ２箇所

・事業所 ： ２箇所

・高校課外活動 ： ６箇所

上記に対応する施設内感染専門サポートチームによる指導

２６施設 延べ ４１回
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資料１－３入院病床状況の推移

左目盛 右目盛

３月１７日
入院 ５２人
病床占有率
１４．９％

３月１７日
重症 ３人
高度重症病床
占有率 ７．９％

12月以降の新規陽性者数の急増に伴い、入院者数が急増

重症者数ピーク
21人

1月30日
入院者数ピーク

288人
病床占有率
82.3％
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資料１－３重症者の推移

人

折線グラフ 新規感染者数7日間平均 右目盛
棒グラフ 重症者数 左目盛

高度重症病床の
１／５
（重症者８人）

○ 12月以降の新規感染者数の急増に伴い、重症者（ECMO又は人工呼吸器装着者）数も増加傾向。新規感染
者数が１日30名を超えた（重症者数８名）2週間後あたりから急増し、ピーク時には21名となった。



資料１－３重症者の属性

重症者（ECMO又は人工呼吸器装着者）の多くを70代以上の高齢者が占めている。

30歳代, 5.6%

30歳代, 7.7%

30歳代, 2.4%

40歳代, 5.6%

40歳代, 1.2%

50歳代, 11.1%

50歳代, 15.4%

50歳代, 14.3%

60歳代, 27.8%

60歳代, 30.8%

60歳代, 15.5%

70歳代, 38.9%

70歳代, 30.8%

70歳代, 46.4%

80歳代, 11.1%

80歳代, 15.4%

80歳代, 17.9%

90歳以上, 2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1/30～6/15

6/16～10/21

10/22～3/17

(n=18)

(n=13)

(n=84)



資料１－３死亡者数、年代別割合

感染の急拡大に伴い、死亡者数も増加。特に70代以上の高齢者の割合が高い。

50歳代, 1.5%

60歳代, 11.1%

60歳代, 8.3%

60歳代, 3.0%

70歳代, 33.3%

70歳代, 16.7%

70歳代, 17.2%

80歳代, 27.8%

80歳代, 58.3%

80歳代, 42.5%

90歳以上, 27.8%

90歳以上, 16.7%

90歳以上, 35.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1/30～6/15

6/16～10/21

10/22～3/17

(n=18)

(n=12)

(n=134)



資料１－３昨年秋以降の感染拡大の状況

○ 今般の感染拡大は、11月上旬に新規陽性者数が１日平均15名を超えたあたりから感
染が徐々に拡大し、12月上旬に１日平均30名を超えて急拡大した。

○ 感染拡大につれ、経路不明割合、PCR検査陽性率も増加傾向が見られた。

○ 10月以降、感染拡大の進展とともに、若者・飲食、医療・高齢施設、経路不明の順で特
徴的な感染増が見られた。

○ 11月以降、医療機関や高齢者福祉施設のほか、大学寮や高校課外活動でのクラス
ターも発生した。

○ 医療提供体制についても、12月上旬の感染急拡大以降、病床の使用率が高水準で
推移し、12月下旬には重症者数が急増した。

変異株の出現や首都圏や大阪府等の感染等の状況を勘案すると、感染の再拡大はい
つでも起こりうる状態にある。その兆しを早期に把握し感染防止対策を強化することに
より、市中まん延を防止することが重要。



感染再拡大防止対策のための目安の設定

【基本方針】

○ 国においては、感染状況をステージⅠ～Ⅳの４段階に区分し、ステージ判断により、まん
延防止等重点措置や緊急事態宣言の適用等を総合的に判断することとされている。

〇 こうした国の方針や今般の経験を踏まえ、感染の再拡大を早期に把握し、適切に対策を
実施するための目安を設定する。

【運用の方向性】

○ 政府分科会のステージⅢに至らないことを目標に、警戒期及び厳重警戒期の２つのス
テージを設定する。

○ 政府分科会のステージ指標との連続性を考慮し、新規感染者数、前週比較、経路不明
割合、PCR検査陽性率、高度重症病床占有率をモニタリングする。

○ 各ステージにおける対策は、専門家の意見を聴取の上、感染状況、医療提供体制の状
況、東京都等の首都圏や大阪府等の近隣府県の状況等を勘案し、総合的に判断する。



感染再拡大防止対策のための目安

ステージ

感染の状況
*いずれも７日間移動平均

監視体制
*７日間移動平均

医療提供体制の状況

①新規報告数
②直近１週間
と先週１週
間の比較

③感染経路
不明割合

④PCR検査
陽性率

⑤高度重症病床占有率※５

警戒期
※１

15人/日以上

増加傾向
※３

増加傾向 増加傾向
※４

１/５以上

厳重警戒期
※１※２

30人/日以上

（参考）政府分科会
ステージⅢ

56人/日以上
（15人/10万人/週以上）

直近１週間が先
週１週間より多い。

50％ 10％

病床全体 うち重症者用病床 療養者数

・最大確保病床
の占有率
１/５以上

・現時点の確保
病床数の占有
率 １/４以上

・最大確保病床の
占有率
１/５以上

・現時点の確保病
床数の占有率
１/４以上

15人/10万人
以上

（参考）政府分科会
ステージⅣ

93人/日以上
（25人/10万人/週以上）

・最大確保病床
の占有率
１/２以上

・最大確保病床の
占有率
１/２以上

25人/10万人
以上

※１ １つひとつをもって機械的に判断するのではなく、各目安の状況や、東京都等の首都圏や大阪府等の近隣府県の状況も勘案し、総合的に判断

※２ 「ステージⅢ」に近づく場合には、全国状況も踏まえて、まん延防止等重点措置の適用の要請、対策を判断

※３ 増加速度等を注視

※４ 大学、繁華街等への感染拡大を早期に検知するためのPCR検査の結果も注視

※５ 高度重症病床の重症者数には、ECMO又は人工呼吸器による管理が必要な方を計上



今後の医療・療養体制

資料４



新型コロナウイルス感染症患者の医療及び療養体制

訪問診療チーム

・診察

・点滴や酸素療法 等

＊かかりつけ医がいない
場合など

○自宅療養者等フォ
ローアップチーム

自宅療養者等フォロー
アップ情報センター

入院医療コントロールセンター

○統括班 ○病院調整班

○療養支援班 ○施設療養班

ＰＣＲ等検査陽性の判明 保健所

自宅療養

• 保健所による健康観察
• 健康管理支援
• 生活支援

一時的増悪

入 院

◆確保病床 ４５３床
すぐに使用できる病床４０３床

コロナ回復

療養支援病床

◆療養支援病床 ２９５床

・他の疾患で引き続き加療が必要な者

・在宅復帰に当たりリハビリ等が必要な者 等

陽性者外来

・診察

・検査（XP、ＣＴ等）

＊かかりつけ医の判断で
CT等の検査を実施

【次期感染拡大に向けた対応】
○変異株が主流になるなど、感染が拡大した場合でも入院治療・宿泊療養・自
宅療養・療養支援病床を適確に活用し、必要な治療・療養が提供できる環境
を整える
○陽性判明から回復後の転院まで一貫して対応する体制を堅持する（入院医療
コントロールセンターに療養支援班を設置）
○コロナ回復後、継続して加療等が必要な方のための療養支援病床を拡充する
○宿泊施設や自宅で安心して療養できるよう医療的支援を強化する

宿泊療養

◆ ８２６室

◆医療及び療養の体制



【病 床 数】
● ２９５床

【対象患者】
● 他の疾患で引き続き加療が必要な者
● 入院中に要介護度が上がりリハビリ等が必要な者
● 加療は必要ないが高齢で直接自宅に戻れない者

【転院調整】
● 入院医療コントロールセンターに療養支援班を設置
● 対応可能な患者の病態、提供可能な医療内容等をリスト化
● 病院間搬送のため福祉タクシー等と搬送契約

【受入病院への支援】
● 患者受入1名に対し１０万円を助成
● 院内感染防止のための研修の実施

療養支援病床について

コロナ病床
コロナ対応病院A

療養支援病床
受入先病院B

療養支援病床
受入先病院C

療養支援病床
受入先病院D

●円滑な転院のため、通常時の連携関係を活かしコロナ対応病院を中心
に、複数の受入先病院とでグループを構築
●コロナ対応病院が新型コロナウイルス感染症の院内感染防止に関する
研修等を実施

◆コロナ対応病院と受入先病院のグループ化

研
修

◆コロナ回復患者の搬送体制

入院コントロールセンター
転院先相談 転院先の決定

府契約タクシー
事業者等

搬送元病院 受入先病院搬送依頼

福祉・一般車両による搬送 ※療養支援病床コロナ回復患者

搬
送



【目的】

● 宿泊療養もしくは自宅療養中の陽性者の病状等が増悪した場合に、診察・検査
ができる医療機関（陽性者外来）を確保し、安心して療養できる医療体制を整備

【概要】
● 感染対策を講じた上で、胸部レントゲンや胸部CT等の検査が実施できる病院を
二次医療圏ごとに整備

● 病状等陽性者に関する情報をもとに、入院医療コントロールセンターと協議の
上、保健所が受診先を調整

● 受診時は、民間搬送業者を利用

【陽性者外来への支援】
● 患者受入1名に対し１万円を助成

陽性者外来について



 

 

 

 

「京の飲食」安全の向上について 
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飲食時の感染リスク低減に向けて、京都の飲食店における安全をハードとソフトの対策を組

み合わせてワンランクアップする取り組みを、飲食店・業界団体と協働してオール京都で推進 

 

１ 飲食店の取り組み  

＜ハード対策を更に強化＞ 

 アクリル板の設置など、飛沫防止策を徹底 

 適切な換気、テーブル間隔の確保など、ガイドラインを徹底 

 「換気の見える化」（ＣＯ２濃度測定器の設置）を実施 

＜ソフト対策を更に強化＞ 

 ガイドライン徹底や換気の見える化の実施状況をモニタリング・報告 

 京都府、業界団体・組合による巡回調査に協力 

 京都府からフィードバックを受けたモニタリング結果を活用して店舗運営を改善 

              

２ 京都府・業界団体の取り組み及び支援 

 飛沫防止、換気対策向上に繋がる機器整備（アクリル板、換気設備、空気清浄機）と「換

気の見える化」（ＣＯ２濃度測定器）やガイドラインを守る活動等、ハードソフトが一体

となった取り組みに対する支援制度の創設 

 飲食店の安全対策に関する相談に技術的助言のできる専用相談窓口を設置 

 業界団体、組合と協働し、安全対策に関する飲食店の巡回調査を徹底 

 ハード・ソフト一体で安全対策を実施している飲食店を消費者に選択していただくための

広報活動 

 飲食店の CO2濃度測定結果データを管理・分析して活用する全国初のモニタリング・シス

テムを構築。収集したビッグデータを分析し、安全度を高めるノウハウとして飲食店に対

しフィードバックし安全対策を更に向上  

 

「京の飲食」安全の向上に向けたパッケージ対策の導入 
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